
  

2018 年 12 月 21 日 

各  位 

 

 

 
 

 

新宮発電所建設資金の調達及び営業外費用計上に関するお知らせ 

 

当社グループでは、本日開催の取締役会において、2017 年 9 月 27 日付でお知らせいたしました連結

子会社である株式会社エフオン新宮（代表取締役社長 森 広器）の和歌山県新宮市における木質バイ

オマス発電事業について、資金調達に関する契約締結を決定いたしました。なお、本件の契約締結に伴

い、営業外費用を計上することとなりましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．契約の概要 

（１） 契約締結日 2018 年 12 月中 

（２） 借入金 総額 100 億円 

（３） 借入先・契約形態 株式会社日本政策金融公庫 

・農林漁業施設資金 

株式会社三井住友銀行（アレンジャー） 

・コミット型シンジケートローン 

（４） 借入人 株式会社エフオン新宮 

（５） 借入期間 最長 22 年間 

（６） シンジケートローンエージェント 株式会社三井住友銀行 

（７） シンジケートローン参加金融機関 株式会社三井住友銀行、株式会社紀陽銀行 

 

２．契約の目的 

株式会社エフオン新宮は、2018 年９月 27 日にお知らせしました通り、和歌山県新宮市にお

ける木質バイオマス発電事業の建設用地を取得いたしました。投資総額は、2017 年９月 27 日

にお知らせしました通り約 100 億円を予定しております。本件借入契約にて、木質バイオマス

発電設備建設及び事業推進にかかる資金調達を行います。 
  

上場会社名 株式会社エフオン 

代表者名 代表取締役社長   島﨑 知格 

 （コード番号：9514 東証第一部） 

問合せ先 常務取締役     小池 久士 

 （TEL.03-5299-8521） 



３．営業外費用の計上 

当契約を締結するに当たり、シンジケートローンアレンジャーに対してのアレンジメントフ

ィー及び関連費用の合計約 77 百万円の支払いが発生いたします。この費用は、2019 年６月期

第２四半期連結決算において営業外費用として計上する予定であります。 

 

４．今後の見通し 

本件の、当社 2019 年６月期の連結業績予想に与える影響は上記「３．営業外費用の計上」

に記載の通りであります。 

 

 

以   上      


